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生
乳
の
生
産
抑
制
下
に
お
い
て
、
未
曾

有
の
飼
料
高
騰
が
加
わ
り
、
酪
農
経
営
は

か
つ
て
な
い
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
経
営
費
の
多

く
を
占
め
る
飼
料
費
を
で
き
る
だ
け
削

減
し
た
い
と
考
え
る
酪
農
家
は
多
い
と

思
い
ま
す
。
配
合
飼
料
な
ど
の
濃
厚
飼
料

の
給
与
量
を
減
ら
す
場
合
、
併
せ
て
サ
イ

レ
ー
ジ
な
ど
の
自
給
飼
料
を
食
べ
る
と

こ
ろ
ま
で
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
栄
養
濃
度
の
低
い
飼
料
を
お
腹

い
っ
ぱ
い
に
食
わ
せ
る
こ
と
で
す
。（
図

１
）。
エ
サ
寄
せ
な
ど
乾
物
摂
取
量
を
上

げ
る
取
組
が
よ
り
大
切
に
な
り
ま
す
。 

一
方
、
生
産
現
場
で
は
飼
料
添
加
物
の

給
与
を
抑
え
る
動
き
も
み
ら
れ
ま
す
。
ミ

ネ
ラ
ル
製
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
製
剤
、
生
菌
剤

お
よ
び
カ
ビ
毒
吸
着
剤
な
ど
が
そ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
乳
牛
の
健
康

維
持
に
加
え
、
免
疫
機
能
の
向
上
、
周
産

期
疾
病
や
繁
殖
障
害
の
予
防
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
ビ
タ
ミ
ン
製
剤
の

節
減
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

１ 

免
疫
機
能
と
ビ
タ
ミ
ン 

乳
房
炎
を
例
に
と
り
ま
す
。
乳
房
炎
に

よ
り
乳
腺
に
炎
症
が
起
こ
る
と
、
白
血
球

が
バ
ク
テ
リ
ア
を
捕
食
・
消
化
し
ま
す
。

こ
の
際
に
活
性
酸
素
が
発
生
し
ま
す
が
、

活
性
酸
素
は
感
染
防
御
に
と
っ
て
重
要

な
役
割
が
あ
る
一
方
で
、
細
胞
の
老
化
や

疾
病
の
発
生
要
因
に
も
な
り
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
製
剤
（
Ａ
お
よ
び
Ｅ
）
は
、
抗
酸
化

物
質
と
し
て
、
こ
の
と
き
に
発
生
す
る
活

性
酸
素
を
解
毒
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。 

２ 

自
給
飼
料
に
も
含
ま
れ
て
い
る 

ビ
タ
ミ
ン
は
牧
草
に
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
含
量
は
放
牧
草
で
最
も

多
く
、
サ
イ
レ
ー
ジ
は
収
穫
時
期
、
水

分
含
量
な
ど
に
よ
り
変
化
し
ま
す
。
乾

草
は
最
も
少
な
く
な
り
ま
す
（
図
２
）。 

３ 

ル
ー
メ
ン
内
で
破
壊
さ
れ
る 

 

自
給
飼
料
の
給
与
が
少
な
い
（
濃
厚
飼

料
が
多
い
）
場
合
、
摂
取
し
た
ビ
タ
ミ
ン

は
ル
ー
メ
ン
内
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
逆
に
い
う
と
、
自
給
飼
料
（
と
く

に
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
）
の
給
与
割
合
を

増
や
す
こ
と
で
、
添
加
量
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

４ 

衛
生
的
な
環
境
で
飼
養
す
る 

 

細
菌
に
曝
さ
れ
る
機
会
が
多
い
と
免

疫
機
能
が
働
き
ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
必
要

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
図
１
）。
衛
生

的
な
環
境
で
飼
養
す
る
こ
と
に
よ
り
添

加
量
を
減
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

５ 

免
疫
機
能
が
抑
制
さ
れ
る
時
期 

乾
乳
後
期
～
産
褥
期
は
免
疫
機
能
が

抑
制
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
ビ
タ
ミ
ン

給
与
は
、
初
乳
を
介
し
た
子
牛
へ
の
移
行

に
と
っ
て
も
大
切
で
す
。 

 

自
給
飼
料
の
品
質
や
量
、飼
養
環
境
に

よ
り
ビ
タ
ミ
ン
製
剤
の
添
加
量
は
変
わ

る
と
い
え
ま
す
。
農
場
の
状
況
に
応
じ
て
、

そ
の
添
加
量
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

                                   

              

飼
料
費
削
減
に
向
け
た
飼
養
管
理 

～
ビ
タ
ミ
ン
製
剤
剤
を
中
心
と
し
て
～ 

細菌にさらされる機会を減らすた

め衛生的な飼養環境を心がける 

濃厚飼料が少ない（栄養濃度の低

い）エサでも腹いっぱい食わせる 

嗜好性のいい自給飼料の生産とエサ寄せ作業

は重要 

図１ ビタミン製剤低減に向け

てとくに必要な飼養管理 

高泌乳化に伴い、添加量
．．．

としての
．．．．

ビタミン要求量は増しています。一方、牧草を適期に

収穫し、極端な低水分サイレージを避けるなどの牧草調製により、自給飼料中のビタミ

ン濃度の低下を抑えることで給与飼料のビタミン添加を抑えられる可能性があります。 

α-トコフェロール：ビタミンEの前駆体 

β-カロテン：ビタミンAの前駆体 

・収穫時期による変化   刈り遅れにより低下 

・牧草部位による違い   葉 部＞茎 部 

・番草による変化     放牧草＞２番草＞１番草 

・調製方法による変化   放牧草＞高・中水分サイレージ＞低水分サイレージ＞乾草 

図２ 牧草の収穫・調製方法によるビタミン含量の変化（酪農試験場2001）

放牧はとくに有効 


